
【取り組む際に生じた課題】
• 輸出に関するノウハウの習得、言葉の壁。
• 現地ニーズ等の把握。
• 物流コストの削減。

【対応の結果】
• 信頼できる現地パートナーとの連携により、海外での外食サービス事業を展開。
• 業務用としての利用の拡大及び県産品の認知度向上が図られてきている。
• 混載輸送による物流の効率化により、商談の成約率が高まった。

• バイヤーから現地の嗜好についてのアドバイスを踏まえ、商品は徐々に浸透して
きている。

 みちのく小京都「角館」に位置し、自社で加工施設、飲食店、小売店を経営・運営。
 お菓子を初め、県産品の小売・外食向けに輸出。
 積極的に海外のミッションに参加し、アジアを中心にネットワークを構築。

お菓子、稲庭うどん、乾燥野菜

【主な品目】

シンガポール、ハワイ、ドバイ、香港

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
• パートナー企業との連携の強化。
• 現地ニーズに合致したメニュー開発の促進。

【生じた課題への対応】
• ジェトロの開催する貿易実務セミナーに参加。
• 現地商談会への参加や百貨店での催事等のプロモーションを積極的に展開。
• 補助事業等を通じて現地の外食企業とパートナー関係を構築。
• 現地パートナーと連携して混載輸送に努めている。

【連絡先】 担当者名：取締役 千葉文士 ＴＥＬ： 0187-55-5241 

【活用した支援・施策】 「輸出に取り組む事業者向け対策事業」（平成26年度農林水産省補助事業）
※（一社）秋田県貿易促進協会の会員としての取組
新興市場等におけるマーケティング拠点事業（平成27～28年度農林水産省補助事業）

秋田県 （株）アルク
『県産食品をシンガポール等へ』

加工食品

バイヤーとの商談（シンガポール）

輸出額(万円) 輸出量(ｔ) 出荷時期

平成28年度 697 －
通年

平成27年度 760 －

さくらうどん（香港向け）

かりんとう饅頭
（シンガポール向け）


